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年7月に念願の新居に引越し。大好

きな犬と一緒に暮らすのが、長年の

夢でした。そんなわが家の一員になった“ま

ろ”は、何を見ても興味シンシン、遊びたい

さかりの5ヶ月のチワワです。

“まろ”にとってリビングは、おっきな運動場。

ボールを追いかけたり、ぬいぐるみにじゃれ

ついたり、思いっきり遊ばせてあげるために

も、床材は「シストSプラスワン」に。滑りにく

いだけでなく、“まろ”が床にカラダをこすり

つけたり、ヨダレを落としても拭くだけでカ

ンタンに掃除できます。モノを落としても傷

つきにくいし、ワックスが不要で掃除もラク

にできるのは、主婦の仕事が一手間省けて

ウレシイですね。

いたずら盛りの“まろ”は、壁をひっかいたり

かじったりすることもあるんです。新居だか

ら神経質になって叱り続けてしまうところ

を、傷防止用の「腰壁」を設置したことで、傷

もつかないし、モノをぶつけても大丈夫。私

たちも“まろ”もストレスフリーです。

普段の“まろ”の居場所は、階段下のデッドス

ペース。来客があるときなどは、ゲージの中

に入ってもらいますが、ここなら家族が見え

て安心できるから“まろ”も気に入っていま

す。ゲージの周囲の床はタイル貼りにして、

水がはねたり、ちょっと粗相してしまっても

掃除しやすいように。奥の窓は「掃出し」な

ので掃除もしやすいんですよ。お散歩から

帰ったら、家に入る前に足が洗えるように、

足洗い場も作りました。

デッキはリビングとつづきにして、家族がい

るときは“まろ”も自由に出入りできるように

しています。お天気のいい日は、デッキでお

昼寝するのが“まろ”の日課。私たちも一緒に

くつろぐのが至福のひとときです。

これからもこのお家で、“まろ”と一緒に仲良

く暮らすのが 楽しみです。

愛犬と安全・健康・快適に暮らす
住まいの工夫

大切な家族だから、住まいの建て替えやリフォームの際には、
愛犬の安全・健康・快適性にも配慮したいものです。そこで、愛犬もゴキゲンの
理想の住まいを手に入れたご家族に、その工夫をお聞きしました。

天気のいい日はリビング続きのデッキが遊び場。

家族の一員になって十年以上。家族の一員になって十年以上。
健康に配慮した新居で、長生きしてほしい。

傷をつけない、掃除もラクな建材で、傷をつけない、掃除もラクな建材で、
遊びざかりの愛犬もストレスから解放！

お宅訪問シリーズ
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収納下部を快適な
お留守番スペースに。滑らない床に大喜びのラピ。

動き回れてチビもゴキゲンです。

「腰壁」が設置されているから傷や汚れにも安心。 階段下のくつろぎスペースは、タイル張りだから掃除もラクラク！

広 リ々ビングは “まろ”にとって最高の運動場です。

お散歩の後は“まろ”専用の足洗い場へ！

ラピ＆チビ
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新潟県上越市　O邸
ご主人…井澤建設 現場監理（現場監督）
奥　様…同じ井澤建設で経理担当
ワンちゃん…ラピ（ヨークシャーテリア）13歳 チビ（マルチーズ）12歳

千葉県松戸市　S邸
ご主人…会社員　 
奥　様…主婦
ワンちゃん…まろ（チワワ）5ヶ月

今年8月に完成したわが家のアイドル

は、13歳のヨークシャーテリア“ラピ”

と、12歳のマルチーズ“チビ”。人間なら育ち

盛りだけど、ワンちゃんだからすっかりお年

寄り。そのため新居の設計には、ずいぶんこ

だわりました。今まで2階建てだったのを、

平屋にして階段の昇り降りから解放。抱いて

上がるのが大変でしたからね。

しかもラピは、昔脊髄を傷つけ一度は寝た

きりになったことも。少しずつ回復して、今

は歩けるようになったのですが、やはり滑る

床は大の苦手。畳も“目”の方向に滑っちゃう

んです。上手く歩けない様子を見るたびに

かわいそうで…。

そこで新居の床材は「シストSプラスワン」に。

おかげで今はラピも自由に歩けるようにな

りました。この前なんか、急なお客様の訪問

に大喜びで、右に左に大はしゃぎ。前の家で

はとんと見かけることがなくなっていた、若

い頃の“ラピ”の姿に出会えて、ほんとによ

かったと思いました。リビングだけでなく玄

関からキッチンまですべて「シストSプラスワ

ン」なので、家中自在に歩き回っています。

一方、お留守番の居場所は、収納スペース

を利用して作ることに。天井が低いので落

ち着くみたいですね。トイレスペースも用意

してあるので、おとなしくお利口に留守番し

てくれてます。

お年寄り犬だから、できるだけゆったりくつ

ろげる場所を確保してあげないとね。駐車

場との出入り口も作り、玄関を回らずクルマ

に乗せられるようになったことで、私たちも

ラクになりました。今年の夏は信じられない

猛暑でしたが、エアコンのきいた部屋で、気

持ち良さげにお留守番。

私たちも健康には気をつけるから、これか

らも大切な家族の一員として長生きしてね！

今

玄関からリビング・キッチンまで滑りにくい床を採用。
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